
Ａ Ｂ Ｃ

1
目標に対する達成率　５０％弱、他県に対する実績評価Ａ、総合で
Ａ

3

①目標未達ながら、全国平均より上である。
②制度変更による前年の駆け込み需要の影響はあるものの概ね
順調（目標対比実績：５０％）。ただし、県東部市町における実績に
は課題が残る。

1 ２８年度の実績を目標で割ると、１，１３６／２，２８０≒４９．８％

1 出し手情報の収集法が改善され、成果が得られつつある。

3

1 ２８年度の実績を目標で割ると、１，０９７／２，２８０≒４８．１％

1

3

1
２８年度の借受希望は、３，７５９－３，２０１＝５５８。
これを目標で割ると、５５８／２，２８０≒２４．４７％

3

①２８年度の貸付を借入で割ると、１，１３６／１，０９７＝１０３．
５％。借入希望を貸付で割ると、１，１３６／５５８＝２０３％。累計で
割ると、３，３１２／３，７５９≒８８％
②マッチングは順調であると思われる。
③公募管理システム導入等効率化も図られている。

1

1 個々への細かい対応が、必要と思われる。

3
①本部要員と農地集積推進員の増員により実施体制の強化が図
られている。
②推進体制の、更なる強化が図られている。

2 より順調で充実がみられる。

3

1

1 県内地域において対応度に結果的に差がみられる。

2
一部の市町を除き、取り組みは順調に進んでいる。特に農地集積
推進員による個別事案地元調整活動が活発化しており、高く評価
される。

3 充実がみられる。

1

4
①出し手の土地に対する考え方を変えてもらう必要があるので、
難しい仕事だと思う。
②周知の結果の効果の検証が必要。

2
多様な契約形態の設定などにより制度の柔軟化を図ったことが好
結果の一因となっている。

3

①順調に思える。
②多様な契約形態の設定は評価できる。
③経営体への貸付割合が５７％に留まっている点は、引き続き課
題となる。
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２　事業実施方法

（１）集積実績

（２）出し手への対応

（３）受け手への対応

(4)マッチング

(3)現地での調整

(1)事業推進体制

(2)県・市町・JAとの連
携

１　事業実績

(5)公募に応じた者な
どの受け手ニーズへ
の対応

(4)事業の啓発活動
（農業者への周知活
動）



Ａ Ｂ Ｃ

区　　分 評価項目

評価値

評価の詳細

1

4
①更に多くの市町の検討委員会への参画が、望ましい。
②検討委員会への参画は、３→９市町へ増加しているが、更なる
参画が望ましい。

2

3

1

3
①今後は、借受希望者を増やす取り組みも重要になると思われ
る。農業の新たなビジネスモデルが、必要かもしれない。
②貸借の伸びは小さいが今後重要な事業になる。

1

3

①計画をみる限りより充実した内容となっている。
②推進体制の更なる整備・強化が進められている。中でも各市町
の農地利用最適化推進委員との連携強化の進展に、特に期待す
る。
③事業推進の新たな取り組み等事業実施方法は充実して来てい
る。

2
体制整備により取り組みの更なる強化が計画されており、成果の
拡大が期待できる。実績が概して低い東部方面市町における取り
組み強化に留意願いたい。

1
事業推進の新たな取り組み等事業実施方法は、充実してきてい
る。

ＡとＢの中間、毎年対前年度、充実、結果も出ている。他県との比
較ではＡ、より一層の今後の期待を込めてＢ。

3

①目標に対する実績で評価すると厳しい評価になるが、かなり努
力されていると思う。２６年度は、実績が上がらない理由は出し手
が少ないことにあるが、２８年度は借受希望が伸び悩んでいるよう
です。
②農地は、農業生産の土地であり、資産的価値はないと認識させ
る法整備等も必要なのではない。
③種々困難な問題や課題はあるものの、事業は概ね順調に進め
られている。実績は、他県との比較においては、昨年度と同様に
高く評価できる。

(8)新規就農者や企業
への対応

２　事業実施方法

注　表中の「評価値　ＡＢＣ」欄は、評価委員５名の評価人数を記載している。

(7)基盤整備との関係

(9)２９年度に向けた
推進体制・推進方法
の改善

〔総合評価〕

1

(6)「人・農地プラン」へ
の関与等


